
1 地域福祉と社会福祉協議会

「地域福祉」とは、地域の中で誰もが安心して暮らせるように、地域住民と公私の社会福
祉関係者が互いに協力して、地域における福祉課題の解決に取り組むことです。地域に暮
らす住民自身が主体的に課題解決をめざすことが求められます。

市町村社会福祉協議会は、様々な問題によって生活しづらさを抱えている人が、自立し
た生活を送ることができるように支援する（個別支援）と同時に、地域福祉を推進する組
織として、住民主体の活動の促進と、すべての人が孤立したり排除されたりしないように、
住民同士が支え合う地域づくり（地域支援）を進めています。

は じ め に

社会福祉法（抜粋）

（地域福祉の推進）
第四条　地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者（以下
「地域住民等」という。）は、相互に協力し、福祉サービスを必要とする地域住民が地域社会を構成す
る一員として日常生活を営み、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会が確保さ
れるように、地域福祉の推進に努めなければならない。

２　地域住民等は、地域福祉の推進に当たつては、福祉サービスを必要とする地域住民及びその世帯が
抱える福祉、介護、介護予防（要介護状態若しくは要支援状態となることの予防又は要介護状態若し
くは要支援状態の軽減若しくは悪化の防止をいう。）、保健医療、住まい、就労及び教育に関する課
題、福祉サービスを必要とする地域住民の地域社会からの孤立その他の福祉サービスを必要とする地
域住民が日常生活を営み、あらゆる分野の活動に参加する機会が確保される上での各般の課題（以下
「地域生活課題」という。）を把握し、地域生活課題の解決に資する支援を行う関係機関（以下「支援
関係機関」という。）との連携等によりその解決を図るよう特に留意するものとする。

（市町村社会福祉協議会）
第百九条　市町村社会福祉協議会は、一又は同一都道府県内の二以上の市町村の区域内において次に掲
げる事業を行うことにより地域福祉の推進を図ることを目的とする団体であつて、その区域内におけ
る社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者が参加し、かつ、（中
略）その区域内における社会福祉事業又は更生保護事業を経営する者の過半数が参加するものとす
る。

　一　社会福祉を目的とする事業の企画及び実施� �
二　社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助� �
三　社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助成� �
四　�前三号に掲げる事業のほか、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るために必要な事業
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2 地域福祉活動計画

「地域福祉活動計画」とは、市町村社会福祉協議会が中心となって策定する計画で、誰も
が住み慣れた地域で安全・安心に暮らせるように、地域の福祉課題を住民主体で解決する
ための具体的な活動について定めるものです。坂出市社会福祉協議会（以下「市社協」）で
は、「地域福祉」を展開するために地域で取り組むべき活動を、総合的・計画的に進めるた
め、平成７年度～１６年度までの１０年間の計画として地域福祉活動計画『坂出ふくしプ
ラン２１』（平成１３～１６年度は『改定・坂出ふくしプラン２１』）を策定しました。

その後『新・坂出ふくしプラン２１』（平成１７～２１年度）、『第３次　坂出ふくしプラ
ン２１』（平成２２～２６年度）、『第４次　坂出ふくしプラン２１』（平成２７～３１年度※）
と取り組みを進め、この度、第５期の計画となる『第５次　坂出ふくしプラン２１』を令
和２年度～６年度までの５年間の計画として策定しました。

平成３１年度※には行政計画である『第三次　坂出市地域福祉計画』が策定されており、
地域福祉活動計画と相互に連携・補完し合い、「地域共生社会」の実現に向けて“福祉のま
ちづくり”を推進しています。
� ※５月１日より令和元年

3 計画策定の背景と目的

世界的に例を見ない急速な少子高齢化の進行、経済的困窮や社会的孤立、ひきこもりや
児童虐待等の増加など、日本社会を取り巻く現状は多くの課題を抱えています。それらの
課題に対して、国では地域包括ケアシステムの構築や子ども・子育て支援施策の充実、全
世代型社会保障の検討など、将来を見据えた制度の拡充が図られています。
しかし、団塊世代が後期高齢者となる２０２５年、さらに団塊ジュニアが６５歳を迎え
る２０４０年と、生産年齢人口がますます減少する一方で、支えを必要とする人は増加す
ることが予想され、制度・サービスを維持することが困難になることも考えられます。ま
た、８０５０問題やダブルケアなど、様々な要因が複合的に絡み合った生活課題を抱える
人も増えており、制度だけでは対応できない、制度の狭間で支援が届かない人も多くなっ
ています。
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そのような課題に対応するためには、制度やサービスだけに頼るのではなく、近隣での
相互援助を含めた地域活動やボランティア活動をはじめ、民間企業・事業所の社会貢献活
動などの制度に基づかないサービス（インフォーマルサービス）によって柔軟に対応する
ことが重要となります。国では、地域課題について住民自身が「我が事」として解決に取
り組むとともに、様々な課題に対して包括的に対応する、分野を超えた「丸ごと」の相談
支援体制をつくる『地域共生社会』の実現をめざしています。住民同士のつながりが希薄
化する中、コミュニティの基盤強化や担い手づくり、様々な活動主体によるネットワーク
づくりが求められます。

☆地域共生社会
身近な地域で住民が世代や背景を超えてつながり、「支え手」「受け手」という関係
を超えて誰もが役割を持ち、支え合う取り組みを支援することにより、すべての国民
が、生活の楽しみやいきがいを見出し、様々な困難を抱えた場合でも社会から孤立せ
ず、安心してその人らしい生活を送ることができる地域をともに創っていく社会をめ
ざすものです。

「我が事」の地域づくり
・福祉＝与えるもの、与えられるものというイメージ
・「支え手側」と「受け手側」に分かれている

すべての住民が役割を持ち、支え合いながら、
自分らしく活躍できる地域コミュニティづくり

「他人事」になりがちな地域づくりを、� �
地域住民が「我が事」として主体的に取り組む仕組みづくり

「丸ごと」の相談体制づくり
高齢者・障がい者・子どもといった
� 対象者ごとに専門的なサービスを提供

対応できない問題や制度の狭間のニーズなど、
既存の縦割りのシステム（制度・サービス）に課題

・縦割りのサービスを制度や分野を超えた「丸ごと」へ転換� �
・�地域から公的サービスへのつなぎを含めた「丸ごと」の� �
総合相談支援体制の整備
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☆地域包括ケアシステム
重度な要介護状態となっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることが
できるよう、“住まい”を中心に医療、介護・福祉の専門的なサービスと、地域での生
活支援や介護予防の活動が包括的に提供される体制のことです。互助を基調とした生
活支援が提供できる体制を強化するため、活動の担い手づくりや不足するサービスの
開発等を行うことで、高齢者等の社会参加にもつながります。
高齢者分野で取り組みが進められていますが、様々な課題に対応するため全世代・
全対象型の地域包括ケアシステムも求められています。

【高齢者分野の地域包括ケアシステム】

協議体
関係機関・団体等による情報交換や相互の連携を図り、地域づくりに向け

た意識の統一を進める場です。地域の生活課題の把握や、課題解決に向けた
方針・方策の企画・立案・具体的対応を検討します。
圏域ごとに第１層（市全体）・第２層（地区）・第３層（小地域・自治会）

と役割が分担されます。
課題解決のためには多様なサービス提供主体の参画が求められます。分野

を超えて必要な組織・団体等の参画を働きかけることで、ネットワークの構
築を進めます。
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4 「自助」「互助」「共助」「公助」

日常生活において問題が起きたとき、多くの場合は自分自身または家庭の中で解決して
います。自分自身または家庭内で課題解決することを「自助」と言います。しかし、自身
の健康状態や、単身世帯・核家族の増加等による家族機能の低下などで自助による解決が
困難になると、課題を抱えることになります。

自助による解決ができない場合、周囲からの何らかの支援が必要となります。近隣など
の地域住民をはじめ、福祉団体等の地域活動により、身の回りの人からの手助けで課題解
決することを「互助」と言います。日頃から周囲とのつながりを持つことで、何かあった
ときに頼り合い、助け合える関係づくりをしておくことが大切と言えます。

自助や互助で解決できない課題もあります。その場合には制度に基づく支援が必要とな
ります。医療保険や介護保険などの社会保障制度のように、国民が保険料などを出し合い、
支援が必要な人にサービスを提供する仕組みを「共助」と言います。また、行政が主体的
に課題解決を行う社会福祉制度を「公助」と言います。

共助や公助のように制度に基づくサービス（フォーマルサービス）は、法律などで定め
られたサービスを受けることはできますが、一方で対象となる人や受けられるサービスの
量なども決められており、一人ひとりの状況に応じて柔軟に対応することが難しい面もあ
ります。
そのため、自助力を高め、互助の充実を図ることで、「自助」「互助」「共助」「公助」が
連携し合い、必要に応じた支援を選択し提供される体制づくりが求められます。
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